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'90チャレン31カッヌ破竹の山形が4連覇グ
'~ Illll:ll'lE;[ IIIチャレンジカップ結果発表/クラブ別留門 I 

'90年度のCMSCチャレンジカッフ。の結果が確定

しました。まずクラブ別ですが、前号での中開発表

時でも独走していた山形が、 2位以下に大差をつけ

てV4を達成しました。

山形は序盤戦からリードを広げ、最終的には2位

の青森に700点近い大差。年頭から安定してポイント

を稼ぎ、終始リードを保ちつつ、独走でV4の栄冠

に輝きました。

会長の小川日出生選手自らか港範的に競技に参加

して活躍し、これに引っ張られるかのように各会員

がそれぞれ活発な活動を行った結果だと恩われます。

各支部の皆さん、ことしも積極的な参加を/

.クラブ別捜得ポイ ン ト

1f立 山形

2 イ立 青森

3 f立 群馬

4 イ立 香川

5 イ立 札幌

6 イ立 帯広

7 イ立 岐阜

8 イ立 埼玉

9f立 島根

10位 栃木

1H立 愛知

12イ立 仙台

13イ立 岩手
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532 96 。 628 
192 72 。 520 
162 178 l 501 
26 116 20 257 
38 77 。 167 
43 22 。 144 
92 。 。 93 
14 。 。 29 。 。 。 。。 。 。 。。 。 。 。

ラリードライバー部門、青森・椛沢宏之。ラリーナビゲーター部門、青森・石井隆雄。
スラローム部門、岐阜・櫛田正文oレース部門、山形・小JII日出生の各選手に決定/
スラローム部門 . 

櫛回選手 高竹選手

毎年多数のメンバーが参加するこの激戦区

を制したのは、ベテランの櫛回正文選手 (岐

阜)。全日本 8連覇は逃したものの手堅い活躍

で、2年迅続の栄冠に輝きました。

2位に香川の高竹選手、 3位に群馬の荒井

選手が入り、今年の活躍が期待されます。
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荒井選手

櫛田正文 岐阜 450 

品竹優之 香川 335 

荒井信介 群馬 320 

千田俊二 札幌 313 

宝田 芳 浩 札幌 290 

砂1家明男 山形 238 

レース郁門 |目

小川選手 木村選手

レース部門では、今年も山形勢の活躍が目

立つ結果となり、 1~4位を独占。 連続チャ

ンプの小川日出生選手が、 2位木村選手、 3

位東江選手、 4位鈴木選手の各選手を引っ張

る形で上位独占という結果となりました。

今年は若手の台頭が期待されます。

1位

2イ立
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5f立

6f立
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東江選手

小川日出生

木村政義

東江 誠

鈴木 一 彦

川口法行

郡司義光

吉沼昭彦

山形

山形

山形

山形
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ラリー・ドライバー郎門 I 

椛沢選手 大西選手

ラリー・ドライパ一部門では、東北シリー

ズで2勝をあげ、B・C地区戦でも入賞を重

ねたCMSC青森の椛沢宏之選手が、同じ青

森の大西選手を振り切って栄冠に輝きました。

1 • 2位を青森勢、 3位には前年チャンプ

の渡辺選手(CMSC山形)が入賞しました。

渡辺選手

1イ立 椛 沢宏之

2イ立 大 西康弘

3f立 渡 辺俊昭

4イ立 船津康一

5イ立 小 林正夫

6f立小山和邦

青森 170 

青森 152 

山形 96 

群馬 73 

群馬 70 

埼玉 51 

ラリー・ナビゲータ一部門 目

石井選手 金子選手

ラリー・ナビゲータ一部門では、 ドライパ

一部門チャンプの椛沢選手のナビを努めた石

田隆雄選手が、 2位群馬の金子選手、 3位青

森の松岡選手に100ポイントもの差をつけて栄

冠を街専しました。全体的に東北・北海道勢

の活躍が目立つていました。

lイ立

2イ立

3位

4イ立

5位

51:立

松岡選手

石井隆雄

金子誠司

松岡敏寿

今野泰正

瀬々 徹

小林茂則

青森 162 

群馬 62 

青森 60 

山形 46 

埼玉 42 

帯広 42 



'90チャレンジカップ7位以下成績

阪伺・~~~................. .. 
7 近藤健司 香川 166 

8 赤羽 政幸 山形 146 

9 菅野 茂 山形 118 

10 杉山敏男 山形 104 

11 白井 11妻 香川 86 

12 青沼 達也 帯広 76 

渡辺 俊 明 山形 76 

14 岩田 恒広 群馬 74 

15 千尋 司 得広 55 

16 外山桂樹 香川 54 

17 伊吹浩明 帯広 53 

井馬隆光 帯広 53 

19 鈴木日出明 山形 43 

20 松田徳之 群馬 41 

21 佐藤正利 山形 40 

22 馬 淵 貴則 帯広 37 

23 国谷 盛雄 島根 32 

24 三田 啓二 帯広 31 

25 祖国 和安 島根 30 

26 福間 量彦 島根 24 

27 福士文秀 青森 20 

斉藤直也 帯広 20 

西国英弘 埼玉 20 

30 石川謙二 島根 18 

31 土江 厚 島根 17 

32 青水 ;閏 山再三 16 

田中 肇 島根 16 

細村 謙 一 群馬 16 
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7 杉本 ，ごaE3= 愛知 50 

8 長沢太郎 埼玉 49 

9 福原英治 青森 46 

10 佐藤一彦 埼玉 44 

11 福士文秀 青森 40 

安田弘美 青森 40 

13 野村芳久 札幌 37 

14 佐々木伸之 札幌 34 

15 青沼達也 帯広 30 

16 岩田 恒庚 群馬 29 

17 福本光志 帯広 27 

18 館山正嗣 青森 22 

吉川 幸 彦 札幌 22 

鳥羽正文 群馬 22 

21 佐々木透 愛知 15 

22 五十畑孝行 栃木 14 

23 山地英樹 香川 10 
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7 永沢俗之 青森 38 

8 伊吹治明 帯広 32 

9 中村洋次 帯広 27 

10 高橋壮吉 群馬 21 

11 鶴ケ谷慶市 青森 16 

12 蔵本隆充 埼玉 12 

小出 辰 彦 愛知 12 

高柳 J満 愛知 12 

15 平尾 高王 香川 10 

16 葛西 一省 青森 8 

CMSC勢、全日本ラリーで活躍が鍛戸に
-~ウインターラリーインあさひかわ ・~全日本ラリー選手権第E戦 2月四日=:l!J日 | 

①大西選手(第l戦c・3位) ②干国選手(第2戦C'4位) ③館山選手(第2戦C・5位) ④福士選手(第2戦c・6位)

⑤渡辺選手(第2戦B・4位) ⑥千田俊二選手(CMSC札幌) ⑦館山正嗣選手(CMSC青森) ⑧左から館山選手のナピゲ タ ・

永沢宏之選手、福士選手のナピゲーター・安田弘美選手、福士文秀選手(CMSC膏森)

'91年全日本ラリー選手権の第2戦は、北海道旭川

を舞台にディステージで行われました。

例年に比べて雪が少ない、とはいうもののやはり

北海道。雪路に一部アイスパーンカ瀬を出すという

コースコンディションは、まさにウインターラリー

そのものでした。

競技の方は、予想どおり 4WDの独壇場となり、

Cクラスの上位10位中の6台を三菱ギャランが占め

るなど、三菱車の活躍が目立ちました。特にBクラ

スでは、 6 台出場した三菱ミラージュが 1 ~ 4 位を

独占して圧倒的な強さを発揮する結果となりました。

わがCMSC勢は、第 l戦DCCSラリーでギャ

ラン勢トップの3位に入賞した大西康5以塁手 (CM

SC青森)に続いて、このラリーでも活躍が目立ち

ました。Cクラスの4位に千田俊二選手 (CMSC

札幌)、 5 ~ 6 位にCMSC青森の館山正嗣選手、福

士文秀選手の2名が仲良く同減点で入賞。Bクラス

では、 4位に渡辺俊昭選手 (CMSC山形)が入賞

するなど、三菱車同様CMSC勢も活躍したラリー

となりました。

'[:jj.:[iJ!.~ウインターラリー参戦記~1'J(:ijJ膏森福士文秀 l 
北海道の全日本ウインターラリーは、 5 ~ 6 年ぶ

りぐらいなので非常に懐かしく、また場所が旭川と

いうことで、私にとっては初めての場所でのラリー

になりました。

今回のゼッケンは47番。Cクラスでは21番目で、

まあ中の下あたりというところ。前回のDCCSよ

りは良い成績を、 と気を引き締めてスタート。

今回はラリーの形式が変わっていて、 土曜日の昼

にスター卜しSSをl本だけ消化。あとは全部ラリ

ー区間で夕方6時頃ゴール、そしてパーティ。次の

自の朝に再スター卜して、 SSを7本と少しのラ リ

ー区聞をこなして午後3時頃ゴール、という変則的

なものでした。

たまにはこういうj毎外ラリ ーみたいなのもいいな、

と恩いながら一日目のSS 1をスタート。高速コー

スらしいとは聞いていたのですが、まさかこんなに

高速 (4速全開/)とは思わず、いまいちアクセル

から足カ灘れがち。おまけにゴール少し前てスピン

し、なんとパックでゴールラインを通過、という離

れ技までやってのけてしまいました。明日のコース

もこうなのかな、と不安になりながら l日目を終了。

次の日は、昨日の後遺症が少し残っており、いま

いちリズムに乗り切れず、右へヨタヨ夕、左へヨタ

ヨタしながら何とかゴール。 1ヵ所、 CPカードを

間違って(遅<)書かれた所があり、抗議をしたが

通らず。これが最後まて響力、なければいいのだが…。

結果は、上位の人がつぶれて くれて 6位入賞との

こと(ちなみに 5位の館山さんとは同減点)。目標の

10旬以内は何とか達成し、第 l戦のDC C S (10位)

に続いてまたまた入賞してしまいました。

まあいろんなことがありましたが、久し振りの北

海道のウインターラリーを十分すぎるほど楽しみ、

無事完走することができました。お力添えをいただ

いたスポンサーの方々に心から感謝いたします。ど

うもありカ〈とうございました。

以上、 TRCAウインターラリーの出場報告でし

た。それにしても蟹が食べたかった/高くて買え

ませんでした)
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